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概要： 

今日、様々な物質相で起こるフェルミ粒子多体系のダイナミクスを記述するために、時間依存密度帆

関数理論に基づく記述が発展している。原子核物理学の分野では、陽子と中性子からなる原子核の

ダイナミクスを記述するために、１９７０年代後半から時間依存平均場理論に基づく数値シミュレーショ

ン法が発展してきた。一方、物質科学の分野では、１９９０年代に入り密度汎関数理論を拡張した枠組

みとして、多電子ダイナミクスに対する第一原理シミュレーションが発展している。これらの枠組みは、

線形応答理論と組み合わせた物質の励起や応答、そして強い外場との相互作用や衝突過程で起こる

非線形ダイナミクスに対して、様々な応用がなされている。講演では、このような量子多体系のダイナ

ミクスを巡る歴史的な経緯や計算方法の概要を紹介した後、我々のグループで最近進めているパル

スレーザーと物質の相互作用で起こる電子ダイナミクスを例にとり、量子シミュレーション法の現状と

今後の展望について、紹介したい。 
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